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3 0 0
D= 0 1 0 対角行列

0 0 -5

1 0 0
E= 0 1 0 単位行列

0 0 1

対応する成分同士の和と差 

対角成分以外は０ 

 

 

対角成分は１，他は０ 



2 4 6 3 6 5
A= 5 3 4 B= 1 8 -3

3 6 1 0 4 6

AB= 10 BA=

70

-0.2 0.286 -0.02

A
-1

= 0.06 -0.14 0.196
0.19 -0 -0.13

|A|= 112

AB の(1,1)成分は  Aの第1

行と  

 Bの第1列の積和です 

      2*3+4*1+6*0 

AB の(3,2)成分は  Aの第3

AX=XA=E 

となる行列Xを Aの逆行列  

 A-1 と書く 

 

 



Ａx＝ｂ とすれば  x＝Ａ-1ｂ ただし｜Ａ|≠０ 
①連立方程式の係数の行列Ａと右辺のベクトルｂを与える。 

②逆行列Ａ-1を書き出す範囲Ｂ６：Ｄ８をマウスでを指定する。 

③ｆｘ をクリックしてＭＩＮＶＥＲＳＥを選ぶ。 

④配列に（Ａ） Ｂ２：Ｄ４をキーボードから入力またはマウスで指定。 

⑤［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｃｔｒｌ］＋[Ｅｎｔｅｒ］  [ＯＫ]をクリックしないこと。  

⑥解ｘを書き出す範囲Ｆ６：Ｆ８をマウスでを指定する。 

⑦ｆｘ をクリックしてＭＭＵＬＴを選ぶ。 

⑧配列１に（Ａ-1） Ｂ６：Ｄ８をキーボードから入力またはマウスで指定。 

⑨配列２に（ｂ） Ｆ２：Ｆ４をキーボードから入力またはマウスで指定 右図参

   連立1次方程式の解 
 

  ｘー２ｙ＋３ｚ＝５ 

４ｘ－ｙ＋５ｚ＝－２ 

２ｘ－５ｙ＋３ｚ＝８ 


